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あなた、狙われてます！
ぼ う は ん こ こ ろ え ち ょう

窃盗は許さない!
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持ち方に
注意！

かごが
無防備！

街頭での犯罪に注意せよ！

2

1

1 置く場所に
注意！

前かごに
カバーがないな
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路上や駐車場・駐輪場などではひったくり、駅や電車の中ではすりや置き引きなどが起
きています。いつも行く場所だから、いつも乗る電車だからと安心せず、常に注意を
払って、犯罪に遭わないように気をつけましょう。

　まちを歩いているときにショルダーバッグ
を盗られたり、自転車のかごの中に入れてい
た荷物を盗られたりします。信号待ちで止
まっているときにも起きています。

　駅や空港、電車やバス、新幹線の車内、スー
パーやデパート、飲食店などで起きています。

　混み合った場所や電車の車内、カフェなど
で起きています。

防犯の心得!
⚫�歩くときは荷物は通りと反対側に持ち、
自転車のかごにはカバーやネットを
⚫�スマホの“ながら歩き”やイヤホンで
音楽を聞くのも避ける

防犯の心得!
⚫�会計やスマホでの会話に気を取られ
荷物への意識をおろそかにしない
⚫�バッグはしっかり閉め、ファスナー
は引手を他の人が触りにくい位置に
⚫�カフェなどでは椅子の背にかけず、
手元か常に目の届くところに置く

防犯の心得!
⚫�リュックサックに貴重品を入れた時
は必ずファスナーを閉める
⚫�財布やスマホはズボンの後ろポケッ
トに入れない

ひったくり

置き引き

すり
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ファスナー
注意！

バッグは
閉める！

ファスナー
開いてるぞ
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ハンドルを
ロック！

急いでいても
しっかり施錠！

乗り物盗などに注意せよ！

鍵は
二重に！

2

1
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バッグを置いたまま
ロックせずに
店に入ったな

あ、ラッキー！
鍵がかかってない
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盗難防止
装置が
ないぞ！

短時間で
も施錠！

ちょっとした移動のために盗んで目的地に乗り捨てるケースが多い自転車盗、チームを
組んだ窃盗団によって組織的に盗む自動車盗やオートバイ盗など、乗り物を盗まれる被
害が増えています。

3

3

　駅前や店舗などの駐輪場、戸建て住宅や共同
住宅の駐輪場などで発生しています。

　盗難防止装置を取り付けていないオートバイ
が盗難に遭っています。

　組織的な窃盗犯への対策も万全に。

防犯の心得!
⚫�二重ロックが鉄則! もともと付いている
鍵に加え、防犯性の高い補助錠を使用
⚫�駐輪場の構造物にロックする「地球ロッ
ク」もおすすめ。ただし、路上駐輪で金
網などにロックするのは厳禁

防犯の心得!
⚫�二重ロックが鉄則! タイヤに装着して固
定するU字ロック、本体を屋外の鉄柱な
どにつなぐチェーンロックなどを使用
⚫�車両から離れるときは、短時間でもハ
ンドルロックをして鍵を抜く

防犯の心得!
⚫�スマートキーの電波を遮断する防犯
ケースを使用。金属缶に入れたり、アル
ミホイルで包んだりするのも有効。節
電モードがあるなら設定を

⚫�タイヤロックやハンドル固定装置を取
り付け、車両の左側に犯人が作業でき
るスペースを作らない

⚫�イモビライザー（電子キーを認証して
エンジンを始動させる盗難防止装置）を
取り付ける

自転車盗

オートバイ盗

自動車盗、車上ねらい
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確認せよ！

対策せよ！

金属盗･農作物盗に注意 
1

1

1

1

室外機、
見っけ！
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放置厳禁！2

2

1

 せよ！ 金属製品が盗まれる被害が多発しており、住宅地なども例外ではあり
ません。また、農作物の窃盗被害も増えています。組織的な犯罪集団
による窃盗も考えられるので、しっかりと防犯対策を講じましょう。

取り替えじゃ！

短時間でも
施錠！

しめしめ
置きっぱなしだ

　住宅の場合は、電気給湯機やエアコンの室
外機が被害に遭っています。室外機の内部に
銅やアルミなどが使われているためです。水
道メーター、水道の蛇口、グレーチング（U字
溝などの蓋として使われる格子状の金属）な
どの被害もあります。

　農作物盗の被害はほ場※が多いのですが、
ビニールハウスや収穫物の保管場所なども狙
われています。

※ほ場＝農作物を栽培する田畑・農園

防犯の心得!
⚫�室外機には盗難防止用カバーを設置
⚫�グレーチングは金属等で固定を
⚫�水道メーターには鍵付きボックスや
特殊工具が必要な蓋に変更するなど
の方法があるので自治体や水道局、
管理会社などに相談を
⚫�人感センサ−ライトなども有効
⚫�水田の給水用バルブは金属製から樹
脂製に変更を

防犯の心得!
⚫�収穫物は畑などに置きっぱなしにせ
ず、すぐに持ち帰り、保管場所には
施錠を
⚫�脚立などは犯罪に利用されやすいの
で、放置しない
⚫�防犯カメラや人感センサーライトな
どを設置
⚫�よく見える位置に「防犯カメラ作動
中」などの掲示を
⚫�侵入者を見分けるため、作業者や作
業車両には目立つ目印をつける

金属盗

農作物盗

1

2



すりやひったくり、置き引きなどの被害に遭わないためには、荷物を手元から離さないこと
がもっとも重要です。窃盗犯は、5分で犯罪を諦めると言われています。自転車、オートバイ、
自動車は、二重、三重の防犯対策を講じることで、窃盗犯に諦めさせることが可能です。

住民の目が届くまちでは、犯罪は起こりにくいといわれています。

定期的に自分の住まいや周囲の防犯対策を
チェックして見直す。必要に応じて、防犯用
品を取り入れる。まちの中の落書きや放置自
転車をそのままにしない。

防犯ボランティアなどを組織し、パトロールを定期的
に行い、問題があれば共有して解決する。参加できな
い人も、通勤や買物の行き帰りなどに不審者がいない
か目配りをして、共有できるしくみを作っておく。

一人ひとりの防犯意識 まちの防犯力

ふ せ

窃盗を防ぐためには、一人ひとりの犯罪対策の自覚を
高めることが大切です。加えて、地域ぐるみで、隣人
たちと協力することも犯罪の抑止力となります。

ともに防ぐ！

犯罪に遭いにくい対策を

地域で協力する


